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＜高遠山のふもとより古墳を望む参加者＞
　

中
央
公
民
館
は
６
月
25
日
（
水
）
、

市
南
部
の
高
遠
山
古
墳
で
「
地
域
学

習
講
座 

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
（
全
５

回
）」
を
開
き
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
開
講
し
、
４
回
目
と
な
る

今
回
の
講
座
は
、
講
師
に
檀
原
長
則
先

生
を
迎
え
、
約
20
名
の
参
加
者
が
「
高

遠
山
古
墳
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
師
の
説
明
に
頷
い
た

り
、
古
墳
の
で
き
た
時
代
や
意
味
を
質

問
す
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
学
習

を
深
め
ま
し
た
。

あおぞら
　

北
京
五
輪
を
目
前
に
「
日
本
代

表
」
た
ち
が
連
日
、
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
実
は
私
も
日
本
代
表
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

数
年
前
、
何
度
か
海
外
出
張
に

行
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
ロ
シ
ア

の
首
都
モ
ス
ク
ワ
か
ら
国
内
線
、

さ
ら
に
車
で
半
日
以
上
か
け
、
観
光
客
や

日
本
人
に
は
縁
遠
い
田
舎
町
へ
。

　

朝
、
ホ
テ
ル
の
前
で
仕
事
の
準
備
を
し

て
い
る
と
、
古
老
が
１
人
。
両
手
を
私
の

頬
に
あ
て
、
じ
っ
と
顔
を
眺
め
て
何
か
言

い
な
が
ら
私
を
抱
き
締
め
た
。

　

ロ
シ
ア
語
が
分
か
ら
ず
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
「
何
だ
！
ス
リ
か
？
」
と
ポ
ケ
ッ

ト
の
財
布
が
心
配
に
。

　

言
い
た
い
こ
と
は
何
と
な
く
分
か
る
も

の
で
「
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
日
本
人
に

会
い
ま
し
た
。
遠
い
国
か
ら
よ
う
こ
そ
」

と
感
動
が
伝
わ
る
。
「
ス
リ
か
」
と
疑
っ

た
自
分
が
恥
ず
か
し
い
。

　

想
像
だ
が
、
古
老
は
そ
の
日
「
今
日
、

初
め
て
日
本
人
に
会
っ
た
よ
」
と
家
族
や

友
人
に
語
っ
た
の
で
は
。
私
は
古
老
に
と

っ
て
、
記
念
す
べ
き
初
の
日
本
人
に
な
っ

た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

国
外
に
出
れ
ば
誰
も
が
日
本
の
代
表
者
。

政
治
や
歴
史
、
郷
土
な
ど
色
々
な
質
問
を

さ
れ
、
「
日
本
人
は
…
」
と
評
価
さ
れ
る
。

　

程
度
の
差
は
あ
る
が
、
市
外
や
県
外
で

も
同
じ
。
外
へ
憧
れ
る
前
に
、
内
の
こ
と

を
よ
く
知
る
べ
き
だ
と
痛
感
し
た
。

　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　
　

苅
和
武
史
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公
民
館

グ
ル
ー
プ
紹
介

中
央
公
民
館
講
座

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

古代中野を訪ねて



２

公民館グループ紹介！
　
「
気
取
ら
ず
、
構
え
ず
、
飾
ら
ず
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
歌
う
こ
と
が
大
好

き
な
メ
ン
バ
ー
で
月
１
回
、
会
員
同

士
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し

い
１
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
公
民
館
で
開
設
さ
れ
た
「
晋

平
さ
ん
を
し
の
び
歌
う
会
」
の
参
加

者
を
中
心
に
、
歌
唱
指
導
に
八
代
京

子
先
生
、
ピ
ア
ノ
に
中
川

真
由
美
先
生
を
迎
え
、
現

在
18
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
講
座
時
代
の
晋
平
さ

ん
の
歌
は
も
と
よ
り
、
最

近
で
は
「
瑠
璃
色
の
地

球
」
な
ど
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
曲
も

練
習
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
サ
ー
ク
ル
名
の
由
来

で
あ
る
名
曲
「
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ

ｅ
ｖ
ｅ
」
を
練
習
の
シ
メ

に
必
ず
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

始
ま
っ
た
ば
か
り
の

サ
ー
ク
ル
で
、
仲
間
を

随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
北
部
公
民
館
に
毎
月

第
３
金
曜
日
、
午
後
７
時

30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で

歌
声
が
響
き
ま
す
。
ぜ
ひ

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

（
お
問
い
合
せ
は
北
部
公

民
館
へ
）

『
コ
ー
ラ
ス　
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｖ
ｅ
』

　

勇
ま
し
い
掛
け
声
と
和
太
鼓
の
響

き　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル

で
は
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
、
こ
の
練

習
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
太
鼓
」
は
、
大

人
を
含
む
小
学
１
年
生
か
ら
、
高
校

３
年
生
ま
で
の
25
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
撥
（
バ
チ
）
を
持
っ
て
大

き
く
振
り
上
げ
た
そ
の
姿
は
、
大
人

顔
負
け
で
す
。

　

太
鼓
は
、
胴
、
直
径
の
違
い
で
音

が
違
っ
て
き
ま
す
。
使
っ
て
い
る
太

鼓
の
種
類
は
、
皆
さ
ん
が
よ
く
目
に

す
る
長
胴
太
鼓
尺
６
寸
、
大
き
な
大

締
太
鼓
２
尺
６
寸
、
リ
ズ
ム
を
取
る

２
丁
掛
締
太
鼓
が
あ
り
ま
す
。
多
種

多
様
の
太
鼓
を
多
人
数
で
演
奏
す
る

の
が
複
式
複
打
法
で
す
。
県
内
で
は
、

御
諏
訪
太
鼓
が
有
名
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
元
豊
井
小
学

校
教
論
だ
っ
た
南
沢
和
矢
先
生
の
も

と
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
日
々

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
進
化
し
、
最
近
で

は
和
太
鼓
の
実
力
が
認
め
ら
れ
、
市

の
イ
ベ
ン
ト
は
も
と
よ
り
、
市
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
足
を
伸
ば
し
て
、
夏
の
夜
、

日
本
伝
統
の
打
楽
器
に
触
れ
、
残
響

が
良
く
響
く
こ
の
ホ
ー
ル
を
訪
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。(

お
問
合
せ
は
豊
田

公
民
館
へ)

『
ふ
る
さ
と
太
鼓
』

　

中
野
市
の
４
公
民
館
で
は
、

様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て

い
ま
す
。「
何
か
や
っ
て
み
た

い
・
何
処
に
聞
い
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」方
は
、公
民
館(

中

央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田)

へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

お
し
ら
せ

ふ
る
さ
と
祭
り
に
て
演
奏

　

６
月
１
日
開
催

月１回、大好きな歌を楽しむ Believe のメンバー

公
民
館
に
行
く
と
何
か
に
会
え
る
…
自
然
や
人
に
触
れ
合
え
る
。

色
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。
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泰
清
寺
の
裏
山
、
観
音
堂
前
の

山
道
に
沿
っ
て
「
百
庚
申
」
と
呼

ば
れ
る
庚
申
塔
が
散
見
さ
れ
る
。

　

こ
の
庚
申
信
仰
は
中
国
の
墨
子
、

老
子
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
道
教

思
想
で
、
六
十
日
に
一
度
め
ぐ
っ

て
く
る
庚
申
の
日
に
は
、
人
の
体

の
中
に
い
る
三さ
ん

尸し

と
い
う
虫
が
夜
、

抜
け
出
し
、
当
人
の
罪
過
を
天
帝

に
上
告
し
、
短
命
に
す
る
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
庚
か
の
え

申さ
る

の
夜
は
身
を

慎
み
、
徹
夜
す
る
と
い
う
信
仰
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
庚
申
塔
造
立
の
時
期
は
、

文
政
期
か
ら
始
ま
っ
て
安
政
六

年
（
一
八
五
九
）
の
も
の
が
圧
倒

的
に
多
い
。
次
の
年
の
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
は
庚
申
の
年
で
あ
る
。

　

造
立
者
や
造
立
発
起
人
を
み
る

と
、東
松
川
、西
町
、新
井
、上
・
下

小
田
中
、立
ヶ
花
、安
源
寺
、笠
原
、

赤
岩
、深
沢
、新
保
、竹
原
、篠
井
、

横
倉
、
沓
野
、
渋
湯
、
菅
、
寒
沢
、

戸
狩
、
湯
田
中
各
村
々
、
そ
の
他

個
人
名
、
講
中
、
屋
号
な
ど
様
々

で
あ
り
、
そ
の
広
が
り
は
中
野
市
、

山
ノ
内
町
の
ほ
ぼ
全
域
で
あ
る
。

　

当
時
の
信
仰
遺
産
と
し
て
も
、

中
野
市
の
文
化
財
と
し
て
も
非
常

に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。　
　
　

　
　

松
沢　

邦
男

　

東
松
川
区
は
、
中
野
市
の
東
側

に
位
置
す
る
小
さ
な
区
で
す
。
区

内
に
あ
る
松
川
神
社
の
秋
祭
り
は

獅
子
舞
も
お
神
楽
も
な
い
も
の
で

し
た
が
、
昨
年
、
助
成
金
を
頂
き
、

お
神
楽
と
大
小
の
太
鼓
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
祭
り
太
鼓
な
ど
を
経

験
し
た
事
が
な
い
区
民
が
公
会
堂

に
集
ま
り
、
他
区
の
祭
り
太
鼓
を

録
画
し
た
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
太

鼓
の
練
習
で
す
。
「
こ
ん
な
に
難

し
い
の
は
で
き
る
か
？
」
と
不
安
。

し
か
し
、
次
第
に
太
鼓
の
リ
ズ
ム

を
つ
か
む
よ
う
に
な
り
、
ば
ち
を

打
つ
表
情
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
当
日
は
お
神
楽
を
乗
せ

た
リ
ヤ
カ
ー
の
ロ
ー
プ
を

子
供
た
ち
が
引
き
、
太
鼓

の
音
と
と
も
に
区
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
が

無
か
っ
た
東
松
川
区

で
す
が
、
新
た
な
伝

統
を
作
る
出
発
点
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

今
後
は
、
更
に
笛
や
獅
子

舞
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
区
の

活
気
作
り
に
つ
な
が
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

伝
統
と
継
承
者
が
失
わ
れ
て
行

く
こ
と
が
多
い
中
、
日
本
の
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
絶
や
さ
ず
受
け

継
ぎ
、
広
め
て
行
け
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
。

（
分
館
長　

若
原
茂
生
）

東松川分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

泰
清
寺
の「
百
庚
申
」

編
集
委
員

　
だ
よ
り

力強くお神楽を引く子どもたち

　

先
日
、
田
麦
公
民
館
主
催
で
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
37
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
天
気
予
報
ど
お

り
雨
で
し
た
が
お
昼
ご
ろ
か
ら
雨

は
あ
が
り
、
雲
間
か
ら
太
陽
が
見

え
、
こ
れ
は
役
員
の
行
い
が
よ
い

の
か
な
？
と
感
じ
、
い
づ
れ
に
し

て
も
中
止
に
な
ら
な
く
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に

分
れ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
喜
か
ど

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
に
ぎ
や

か
な
声
が
聞
こ
え
皆
さ
ん
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
時
か
ら
公
民
館
に

場
所
を
変
え
、
「
今
日
か
ら
い
き

い
き
生
き
る
た
め
に
、
食
生
活
に

お
け
る
体
の
健
康
」
と
題
し
、
講

師
に
北
信
病
院
栄
養
課
長
の
園
原

規
子
先
生
を
迎
え
講
演
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、
長

野
県
の
男
性
は
平
均
寿
命
が
79
才

と
全
国
１
位
で
あ
る
と
同
時
に
、

世
界
で
一
番
の
長
寿
で
あ
る
と
聞

き
驚
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
野
県

の
女
性
は
86
才
で
全
国
５
位
と
聞

か
さ
れ
る
と
さ
ら
に
驚
き
、
続
い

て
日
本
は
長
寿
国
で
あ
り
な
が
ら
、

寝
た
き
り
の
期
間
が
平
均
６
年
半

～
７
年
と
聞
か
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
う
な
ず
く
声
が
聞
こ
え
、
改

め
て
健
康
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
先
生
に
よ
る
と
寝
た
き
り
の

時
間
を
短
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
長
野
県

は
食
の
自
給
率
が
53
％
と
高
い
ほ

う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

食
生
活
に
お
け
る
体
の
健
康
で

は
、
ま
ず
①
塩
分
を
控
え
る
。
②

動
物
性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
。

③
野
菜
た
っ
ぷ
り
、
果
実
ど
っ
さ

り
。
④
牛
乳
、
乳
製
品
を
積
極
的

に
と
る
。
⑤
大
豆
製
品
、
魚
、
海

藻
を
き
ち
ん
と
と
る
。
こ
れ
が
健

康
寿
命
を
延
ば
す
食
生
活
の
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
参
加
者
か

ら
、
質
問
が
多
く
だ
さ
れ
、
私
自

身
改
め
て
健
康
に
対
し
普
段
の
食

生
活
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
の
成
績
発
表
を
か
ね
、
懇
親

会
を
開
催
し
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
、

勉
強
に
な
る
公
民
館
行
事
で
し
た
。

　
　
　

（
大
）

編
集
委
員

　
だ
よ
り

真剣に耳を傾ける参加者の皆さん

ひ
ゃ
く
　こ
う
　
し
ん
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豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

中央公民館から
■大きな「黒姫りゅう」をつくって
　　　　　　　　　祇園祭に参加しよう！
　黒姫物語を「読み聞かせ」で学び、みんなで大きな
「黒姫りゅう」をつくって、祇園祭に参加しよう！
日　時　７月５日、12日、19日（全土曜日）
　　　　午前８時30分～10時30分頃
場　所　中央公民館　教室(2階)
対象者　市内小・中学生20名
参加費　500円(傷害保険、材料費)
申込み　中央公民館へ

■夏休み親子きりえ教室
日　時　８月１日(金)午前９時30分～11時30分
場　所　中央公民館　教室(2階)
講　師　中野きりえの会　
参加料　無　料　　定　員　30名
持ち物　デザインナイフ※ない場合は貸出します

■チャレンジ子ども教室｢星空をみよう｣
日　時　７月12日(土)午後７時30分～９時30分
場　所　北信濃ふるさとの森文化公園創造館集合
対象者　どなたでも可。中学生以下は保護者同伴
講　師　信州中野天文同好会　
参加料　無　料　　定　員　20組
申込み　豊田公民館へ

■チャレンジ子ども教室｢作詞作曲教室｣
日　時　７月29日(火)、８月６日(水)全２回
　　　　午前10時～11時30分まで
場　所　豊田文化センター２階会議室
対象者　市内小中学生　　参加料　無　料　
講　師　小学校教諭　藤森 京子 先生
申込み　豊田公民館へ　 定　員　10名
持ち物　リコーダー又は鍵盤ハーモニカ、
　　　　自作の詞(ある人のみ)

■チャレンジ子ども教室｢バードウォッチング｣
日　時　７月30日(水)午前10時～１時
場　所　豊田文化センター集合
対象者　市内小中学生　　定　員　10名　　
参加料　無　料　申込み　豊田公民館へ
講　師　信州野鳥の会　出野 富永 先生

■チャレンジ子ども教室｢親子クッキング教室｣
日　時　７月30日(水)、８月６日(水)全２回
　　　　午前９時～正午まで
場　所　豊田文化センター集合
対象者　市内小学生と保護者(幼い兄弟同伴可)
　　　　小中学生のみの参加も可　　
参加料　食材費として１人１回300円　
講　師　矢沢 玉枝 先生　 申込み　豊田公民館へ
定　員　15組　持ち物　エプロン、三角巾、タッパー

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

７月の展示コーナー

俳　句　展
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■万葉集を読み味わう
日　時　８月26日、９月２日、９日、16日、30日
　　　　10月７日(全火曜日)午前10時～11時45分
場　所　中央公民館　講堂　　定　員　50名
講　師　信州大学名誉教授　滝澤 貞夫 先生
参加料　無　料　　持ち物　　不　要
申込み　７月23日(水)から
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昨年の夏休みに実施した「バードウォッチング」
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今月の伝言板

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2 6 6 7 4

西部公民館から
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■薬膳料理教室
～韓国料理　サムゲタンで夏ばてを吹っ飛ばそう！
　食の安全が問われる今、素材は国内・地域産を
使用します。公民館は「食」を通して、皆さんの
健康を応援します

　　　　　　　　　　　　
　
　サムゲタンは、夏ばて予防の妙薬として人気が
高い、韓国の国民的なスープ料理です。
日　時　７月24日(木)午前9時30分～午後2時
場　所　西部公民館　料理教室
講　師　山田誠𠘑(そんひ)さん他　定　員　20名
受講料　無　料(但し、材料費として500円)
持ち物　エプロン、ふきん
申込み　７月９日(水)から　　
その他　託児希望の方はご相談下さい。

■あるある夏休み探検隊　募集！
　対　象　市内小学生(２年生以下は保護者同伴)
　申込み　７月14日(月)正午から
［１］森のクラフト　木の昆虫を作ろう
　木の質感を利用してノコギリで切り、組み合わせ
てカブトムシなどを作ります。
日　時　７月28日(月)午前９時30分～正午
場　所　北部公民館　定　員　15名
指　導　なべくら高原・森の家インストラクター　
参加費　無料(但し、材料費として200円)
［２］河原で遊ぼう(＆ストーンペインティング)
　河原に入って、水遊びや水辺の生き物を探してみ
よう。その後はお気に入りの石を拾ってストーンペ
インティングをします。
日　時　８月５日(火)午前９時30分～午後２時頃
場　所　北部公民館(夜間瀬川)　定　員　20名
参加費　無　料(但し、傷害保険料として100円)
指　導　自然観察インストラクター 畔上 正雄 先生
参加費　無　料
持ち物　昼食(弁当)、水着、着替え、水彩用具一式
［３］布ぞうりを作ろう
　古布を活用して作る室内履きです。履いて気持い
い、飾ってお洒落、歩くたびに床掃除、そしてガン
ガン洗えます。
日　時　８月７日(木)午前９時30分～午後３時頃
場　所　北部公民館　定　員　15名　参加費　無料
講　師　シルバー人材センター手芸クラブ
持ち物　昼食(弁当)、お持ちの方は木綿製の古布
　　　　(浴衣やシーツ等そのままお持ち下さい)
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　平成21年中野市成人式の開催期日は５月
４日(みどりの日)です。会場は中野市市民会
館です。
　昭和63年４月２日～平成元年４月１日生
まれの方が対象となります。

　成人式の開催に伴い実行委員を募集します。
　一生に一度の思い出に残る成人式となるよ
う、自分たちの手で成人式を企画運営してみ
ませんか。
対　象　上記対象者で平日夜の会議に出席可
　　　　能な方　
内　容　中野市公民館と協力して企画運営し、
　　　　当日の受付や進行に従事していただ
　　　　きます。
申込み　７月７日(月)から中央公民館へ　
 　　　   ℡22－2691　㈲20691

成人式のおしらせ

成人式実行委員募集！
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季節のコラム
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